
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規
制
の

概
要

　

現
行
の
自
己
資
本
比
率
規
制
は
、

銀
行
が
抱
え
る
リ
ス
ク
を
「
リ
ス
ク

ア
セ
ッ
ト
」
と
し
て
計
測
し
、
そ
れ

に
見
合
っ
た
自
己
資
本
の
確
保
を
求

め
る
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
指
標
で
あ
る
。

こ
う
し
た
自
己
資
本
比
率
規
制
だ
け

で
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
過
度
な
レ
バ
レ

ッ
ジ
の
積
み
上
が
り
を
抑
止
で
き
な

か
っ
た
背
景
と
し
て
は
、
①
規
制
上

の
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト
（
リ
ス
ク
ア
セ

ッ
ト
／
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
額
）
が

低
い
資
産
ク
ラ
ス
に
対
し
て
レ
バ
レ

ッ
ジ
の
積
み
増
し
に
対
す
る
規
律
が

十
分
に
働
か
な
か
っ
た
こ
と
や
、
②

内
部
モ
デ
ル
に
よ
る
リ
ス
ク
の
計
測

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
バ
ー
ゼ
ル
委
は
、

２
０
１
０
年
12
月
に
自
己
資
本
の
質

・
量
の
強
化
を
目
的
と
し
た
バ
ー
ゼ

ル
Ⅲ
（
自
己
資
本
比
率
の
分
子
の
見

直
し
等
）
の
規
制
枠
組
み
に
合
意
す

る
際
、
現
行
の
自
己
資
本
比
率
規
制

を
補
完
し
、
銀
行
に
お
け
る
レ
バ
レ

ッ
ジ
の
拡
大
を
抑
制
す
る
こ
と
を
企

図
し
て
、
簡
素
で
ノ
ン
リ
ス
ク
ベ
ー

ス
の
指
標
で
あ
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率

規
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規
制
は
10
年
12

月
に
基
本
的
な
枠
組
み
が
公
表
さ
れ

先
般
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
危
機
に
至
る
過
程
で
、
多
く
の
銀
行
は
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
自
己
資
本
比

率
を
相
応
の
高
い
水
準
に
保
っ
て
い
た
も
の
の
、
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

上
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
は
過
度
に
積
み
上
が
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
危
機
の
最
も
厳
し
い
局
面

に
お
い
て
、
銀
行
セ
ク
タ
ー
は
積
み
上
が
っ
た
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
急
激
な
削
減
を
迫
ら
れ
、
そ
の
結
果

生
じ
た
損
失
に
よ
っ
て
自
己
資
本
が
毀
損
し
、
さ
ら
な
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
削
減
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
悪
循
環
に
陥
っ
た
。
こ
の
反
省
に
立
っ
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
の
が
「
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規
制
」

で
あ
る
。
２
０
１
７
年
12
月
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（
バ
ー
ゼ
ル
委
）
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の

最
終
化
の
一
環
と
し
て
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規
制
に
つ
い
て
も
合
意
し
、
最
終
文
書
を
公
表
し
た
。
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た
後
、
14
年
１
月
に
開
示
義
務
（
第

３
の
柱
）
を
中
心
と
し
た
枠
組
み
が

い
っ
た
ん
確
定
さ
れ
た
（
２
０
１
４

年
文
書
）。
15
年
１
月
か
ら
は
、
２

０
１
４
年
文
書
に
基
づ
く
開
示
が
開

始
さ
れ
、
本
邦
に
お
い
て
も
国
際
的

に
活
動
す
る
金
融
機
関
が
開
示
を
行

っ
て
い
る
（
図
表
１
）。
そ
の
後
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な

銀
行
（
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
）
に
対
す
る

自
己
資
本
水
準
の
上
乗
せ
等
に
つ
い

て
の
市
中
協
議
を
行
い
、
所
要
の
見

直
し
（
後
述
）
を
加
え
た
う
え
で
、

17
年
12
月
に
最
低
所
要
自
己
資
本

（
第
１
の
柱
）
を

含
む
規
制
枠
組
み

を
最
終
化
し
、
公

表
し
た
。

　

レ
バ
レ
ッ
ジ
比

率
規
制
は
、
分
子

をT
ier1

資
本
、

分
母
を
総
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
額
と

し
、
す
べ
て
の
銀

行
に
最
低
水
準

（
３
％
）
を
満
た

す
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
ま
た
、
分

母
（
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
）
は
、
①

オ
ン
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
項
目
、
②
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
、

③
レ
ポ
取
引
等
の

証
券
金
融
取
引

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
）、
④

オ
フ
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
図

表
２
）。

　

最
終
文
書
で
は
、
２
０
１
４
年
文

書
で
示
さ
れ
て
い
た
レ
バ
レ
ッ
ジ
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
定
義
の
一
部
に

技
術
的
な
見
直
し
を
加
え
た
ほ
か
、

Ｇ
－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
に
対
す
る
自
己
資
本

水
準
の
上
乗

せ
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
な

お
、
実
施
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
図
表
３
の

と
お
り
で
あ

る
。
こ
こ
で
、

２
段
階
に
分

け
て
適
用
し

て
い
く
こ
と

と
し
た
の
は
、

17
年
12
月
の

最
終
文
書
で

示
さ
れ
た
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ

ャ
ー
の
定
義

を
翌
月
か
ら

即
時
適
用
す

る
こ
と
は
実

務
的
に
困
難

な
た
め
で
あ

る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
趣
旨
と

内
容
を
簡
単
に
説
明
す
る
。

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
に
対
す
る

自
己
資
本
水
準
の
上
乗
せ

　

最
終
文
書
で
は
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ

に
対
す
る
自
己
資
本
水
準
の
上
乗
せ

が
新
た
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
具
体
的
に
は
、
各
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ

ｓ
の
バ
ケ
ッ
ト
に
応
じ
て
自
己
資
本

比
率
規
制
上
求
め
ら
れ
る
資
本
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
（
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
資
本
）
の
上

乗
せ
水
準
の
50
％
に
相
当
す
る
比
率

を
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
に
お
い
て
も

上
乗
せ
（T

ier１

資
本
）
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
自
己
資
本
比
率
に
お

け
る
資
本
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
が
１
％
の

銀
行
（
バ
ケ
ッ
ト
１
）
は
、
レ
バ
レ

ッ
ジ
比
率
で
は
０
・
５
％
の
上
乗
せ

と
な
る
。
さ
ら
に
、
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ

の
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
が
こ
の
上
乗
せ

幅
を
下
回
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
自
己
資
本
比
率
規
制
と
同
様
に
、

配
当
等
の
資
本
流
出
を
制
限
す
る
扱

い
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
４
）。

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の

定
義
の
見
直
し

　

最
終
文
書
に
お
い
て
定
義
が
見
直

〔図表１〕 レバレッジ比率規制の最終化までの経緯
時　期 内　容

2010年12月 レバレッジ比率規制に関する基本的な枠組みを公表
2014年１月 開示義務を定め、規制枠組み（第３の柱）を確定（2014年文書）
2015年１月 レバレッジ比率およびその構成要素の開示を開始
2016年4～ 7月 レバレッジ比率の規制枠組みの見直しについて市中協議を実施

2017年12月
最低所要自己資本を含むレバレッジ比率の規制枠組みを最終化
（最終文書）

レバレッジ比率  =  
Tier1資本 

エクスポージャー額 
≧ ３％ ＋ G－SIBs向けレバレッジ比率バッファー(注）

エクスポージャー額  ＝ ①オンバランスシート項目 ＋ ②デリバティブ取引
 ＋ ③ＳＦＴ ＋ ④オフバランスシート項目

〔図表２〕  レバレッジ比率の計算式

（注） 　G－SIBsに対するレバレッジ比率の上乗せ（バッファー）は22年１月から適用。

〔図表３〕 最終文書の実施スケジュール
時　期 内　容

2018年１月 ・�第3の柱（開示義務） + 第１の柱（最低所要自己資本）へ
・�エクスポージャーの定義には2014年文書を適用

2022年１月 ・G－SIBsに対する自己資本水準の上乗せ
・�エクスポージャーの定義には2017年の最終文書を適用
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さ
れ
た
お
も
な
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

は
、
①
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
、
②
有

価
証
券
の
未
決
済
取
引
、
③
オ
フ
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
項
目
、
④
中
銀
預
金

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
見
直
し
は
、
前

述
の
と
お
り
22
年
１
月
か
ら
適
用
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
④
中
銀

預
金
に
つ
い
て
は
、
18
年
１
月
か
ら

適
用
す
る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
て
い

る
。
具
体
的
な
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

■
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

（
修
正
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｃ
Ｒ
の
採
用
）

　

最
終
文
書
で
は
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
比

率
に
お
け
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
計
測
に
つ
い

て
、
従
来
の
修
正
Ｃ
Ｅ
Ｍ
（C

ur-
rent E

xposure M
ethod

）
に
換
え

て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
信
用

リ
ス
ク
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
計
測

に
係
る
標
準
的
手
法
（
Ｓ
Ａ

－
Ｃ
Ｃ

Ｒ
）
を
修
正
し
た
も
の
を
採
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
（
図
表
５
）。
こ

こ
で
、「
修
正
」
と
付
記
し
て
い
る

の
は
、
自
己
資
本
比
率
規
制
上
の
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
計
測
手
法
で
あ
る

Ｃ
Ｅ
Ｍ
お
よ
び
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｃ
Ｒ
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
向

け
に
一
定
の
調
整
が
加
え
ら
れ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規
制
に
お
け
る
Ｃ

Ｅ
Ｍ
や
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｃ
Ｒ
で
は
、
自
己

資
本
比
率
規
制
に
お
い
て
認
め
ら
れ

る
担
保
に
よ
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

の
削
減
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
は
以
下
の
二
つ
の

例
外
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
か

た
ち
で
現
金
変
動
証
拠
金
（
Ｃ
Ｖ

Ｍ
）
の
受
渡
し
を
行
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
こ
の
現
金
の
授
受
を
決
済
と

み
な
し
、
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
額
か

ら
再
構
築
コ
ス
ト
（
Ｒ
Ｃ
）
の
減
額

を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
の
修

正
Ｃ
Ｅ
Ｍ
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
債
等
の
現
金
以
外
の
資

産
を
含
む
変
動
証
拠
金
（
Ｖ
Ｍ
）
の

受
渡
し
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

潜
在
的
将
来
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

（
Ｐ
Ｆ
Ｅ
）
を
計
測
す
る
際
に
、
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
契
約
上
の
満
期
日

ま
で
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
で
は
な

く
、
よ
り
期
間
の
短
い
次
回
の
Ｖ
Ｍ

の
受
渡
し
ま
で
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ

ー
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
た

だ
し
フ
ロ
ア
あ
り
）。
こ
れ
は
、
従

来
の
修
正
Ｃ
Ｅ
Ｍ
に
は
な
く
、
修
正

Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｃ
Ｒ
に
お
い
て
初
め
て
導

入
さ
れ
た
取
扱
い
で
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｅ

と
は
今
後
の
市
場
価
格
の
変
動
に
よ

り
被
る
可
能
性
の
あ
る
損
失
額
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
Ｖ
Ｍ
を
受
渡
し
し
て

い
る
場
合
に
は
、
市
場
価
格
変
動
の

期
間
を
満
期
日
ま
で
と
す
る
こ
と
は

過
度
に
保
守
的
で
あ
る
と
い
っ
た
理

由
に
よ
り
、
そ
の
短
縮
を
認
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
な
お
、
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｃ

Ｒ
で
は
、
時
価
に
対
し
て
超
過
担
保

を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
に
は
Ｐ
Ｆ

Ｅ
の
縮
減
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、

修
正
Ｓ
Ａ

－

Ｃ
Ｃ
Ｒ
で
は
、
超
過
担

保
に
よ
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
削

減
効
果
を
認
め
て
い
な
い
。

（
顧
客
清
算
取
引
に
お
け
る
当
初
証

拠
金
の
取
扱
い
）

　

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規
制
で
は
前
述

の
二
つ
の
例
外
を
除
き
、
担
保
の
差

〔図表４〕  資本流出制限の参考例
　　　　（上乗せ水準が0.5％である場合）

最低資本
保全比率

レバレッジ比率
（Tier 1） 自己資本比率（CET1）

100 3.0 ～ 3.125 4.5 ～ 5.375

80 　 ～ 3.25 　 ～ 6.25

60  　～ 3.375 　 ～ 7.125

40 　 ～ 3.5  　 ～ 8.0

0 3.5 ～ 8.0 ～

修正 CEM 修正 SA－CCR

エクスポージャー RCCEM ＋ PFECEM 1.4×｛RCSACCR ＋ PFESACCR｝

RC
MAX｛時価評価額－
受入れCVM＋ 差入れ

CVM,0｝
同左

PFE 当局設定の上乗せ額
（アドオン）

当局設定乗数 ×　アドオン
(修正SA－CCRの乗数は1)

〔図表５〕  修正ＣＥＭと修正ＳＡ－ＣＣＲ

（注） 　ＲＣ＝再構築コスト、ＰＦＥ＝潜在的将来エクスポージャー、ＣＶＭ＝現金変動証拠金

（単位　％）
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入
れ
に
よ
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の

削
減
効
果
を
認
め
て
い
な
い
。
た
だ

し
、
こ
う
し
た
扱
い
に
つ
い
て
は
、

店
頭
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取

引
の
清
算
集
中
化
へ
の
阻
害
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
し
て
、
少
な
く
と
も

顧
客
清
算
取
引
に
お
け
る
当
初
証
拠

金
（
Ｉ
Ｍ
）
に
つ
い
て
は
差
入
れ
に

よ
る
Ｐ
Ｆ
Ｅ
の
削
減
効
果
を
認
め
る

べ
き
と
の
意
見
が
あ
る
た
め
、
バ
ー

ゼ
ル
委
は
金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ
Ｓ

Ｂ
）
等
と
連
携
し
、
そ
う
し
た
影
響

に
つ
い
て
の
分
析
作
業
に
着
手
し
て

い
る
。

■
有
価
証
券
等
の
未
決
済
取
引

　

有
価
証
券
等
の
未
決
済
取
引
の
取

扱
い
が
最
終
文
書
で
新
た
に
規
定
さ

れ
た
背
景
に
は
、
各
会
計
基
準
に
お

け
る
認
識
時
点
の
違
い
（
受
渡
日
基

準
か
約
定
日
基
準
か
）
に
よ
る
規
制

上
の
取
扱
い
の
差
異
が
認
識
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
受
渡
日
基
準
を
採
用

し
て
い
る
場
合
に
は
、
取
引
さ
れ
る

有
価
証
券
等
を
受
け
取
る
以
前
で
あ

っ
て
も
、
実
質
的
に
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ

ャ
ー
を
保
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
項
目
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
全
額

を
捕
捉
す
る
扱
い
と
す
る
こ
と
で
、

約
定
日
か
ら
受
渡
日
ま
で
に
発
生
す

る
買
掛
金
に
よ
る
売
掛
金
（
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
相
殺
を
原
則
認
め

な
い
約
定
日
基
準
と
の
間
で
結
果
が

同
じ
に
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
い
ず
れ
の
会
計
基
準
を
採

用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
未
決
済

の
取
引
に
よ
る
相
殺
が
認
め
ら
れ
る

た
め
に
は
、
対
象
と
な
る
有
価
証
券

等
が
、
①
公
正
価
値
評
価
さ
れ
、
②

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
に
含
ま
れ
、

③
有
価
証
券
と
資
金
の
同
時
受
渡
し

（D
elivery-versus-P

aym
ent

）

に
よ
り
決
済
さ
れ
る
こ
と
が
要
件
と

さ
れ
て
い
る
。

■
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
項
目

　

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規
制
で
は
、
た

と
え
ば
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン

（
与
信
枠
）
の
よ
う
に
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
上
認
識
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
実
質
的
に
信
用
リ
ス
ク
を
取
っ

て
い
る
よ
う
な
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
項
目
に
つ
い
て
、
信
用
リ
ス
ク
の

標
準
的
手
法
（
Ｓ
Ａ
）
で
規
定
さ
れ

て
い
る
掛
目
を
適
用
し
て
エ
ク
ス
ポ

ー
ジ
ャ
ー
を
算
出
す
る
扱
い
と
な
っ

て
い
る
。
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
最
終
化
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
お
い
て
、
信
用
リ
ス
ク
Ｓ

Ａ
に
お
け
る
一
部
与
信
枠
の
掛
目
等

が
修
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規
制
に
も
反
映
す

る
た
め
の
修
正
が
２
０
１
４
年
文
書

に
加
え
ら
れ
た
。

■
中
銀
預
金

　

最
終
文
書
で
は
、
例
外
的
な
マ
ク

ロ
経
済
環
境
下
に
お
い
て
中
央
銀
行

が
金
融
政
策
を
遂
行
す
る
う
え
で
必

要
な
場
合
は
、
各
国
裁
量
に
よ
り
中

銀
預
金
を
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら

一
時
的
に
除
外
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
（
18
年
１
月
か
ら
適
用
可

能
）。
こ
れ
は
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規

制
が
各
国
の
金
融
政
策
運
営
を
阻
害

し
な
い
よ
う
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
の
国
際
的
な

比
較
可
能
性
や
均
等
な
競
争
条
件
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
中
銀
預
金
の

除
外
を
通
じ
た
レ
バ
レ
ッ
ジ
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
（
分
母
）
の
縮
減
を
認

め
る
各
国
当
局
に
は
、
レ
バ
レ
ッ
ジ

比
率
の
最
低
比
率
（
３
％
）
自
体
を

引
き
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
自
行
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
か

ら
中
銀
預
金
を
除
外
し
た
場
合
の
影

響
度
を
各
銀
行
が
開
示
す
る
こ
と
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

＊　

＊　

＊

　

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
は
、
現
行
の
自

己
資
本
比
率
規
制
だ
け
で
は
銀
行
シ

ス
テ
ム
の
過
度
な
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
積

み
上
が
り
を
抑
止
で
き
な
か
っ
た
と

の
反
省
か
ら
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
自

己
資
本
比
率
を
補
完
す
る
簡
素
な
ノ

ン
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
指
標
と
し
て
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
今
後
は
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規

制
が
こ
う
し
た
当
初
の
設
計
思
想
と

整
合
的
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
か
、

意
図
せ
ざ
る
悪
影
響
が
出
て
い
な
い

か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
そ
の
影
響

評
価
や
市
場
参
加
者
と
の
対
話
を
進

め
る
と
と
も
に
、
最
終
化
さ
れ
た
他

の
規
制
枠
組
み
と
あ
わ
せ
て
、
各
国

に
お
い
て
整
合
的
な
か
た
ち
で
円
滑

に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
ら
れ
る
。

（
本
稿
に
お
け
る
意
見
は
す
べ
て
執
筆

者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
る
。）

い
く
た　

ひ
ろ
や

00
年
京
都
大
学
法
学
部
卒
、
住
友
商

事
入
社
。
16
年
４
月
か
ら
現
職
。

や
ま
だ　

た
か
ひ
と

95
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
日
本
銀

行
入
行
。
02
年
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学

法
学
修
士
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
事
務

所
、
金
融
研
究
所
、
国
際
局
な
ど
を

経
て
、
16
年
６
月
か
ら
現
職
。
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